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　　Influenza vaccination is widely recommended to reduce the burden of influenza dis-
ease in health care workers (HCWs), because influenza- infected HCWs can transmit 
the influenza virus to their vulnerable patients. In this study, we investigated the influ-
enza vaccination rate of HCWs at Ohu University Dental Hospital. As a result, the in-
fluenza vaccination rates of HCWs in Ohu University Dental Hospital from 2014 to 2016 
were 45%, 30%, and 35%, respectively. Furthermore, the influenza vaccination rate ac-
cording to the classification of the occupation varied. These results suggested that Com-
mittee of Health at Ohu University Dental Hospital must decide whether all HCWs 
were required to receive influenza vaccination, and that the respective directors of the 
hospital department should directly give to the HCWs information with regard to influ-
enza vaccination in the addition to the workshop in the hospital.  
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緒　　　言

　インフルエンザウイルス感染症は，38℃以上
の発熱，頭痛，関節痛等の全身症状が突然現れ，
小児では稀に急性脳症を，高齢者や免疫力の低下
している患者では，肺炎を伴う等，重症化するこ
とがある1）。病院職員はインフルエンザウイルス

感染症患者と接する機会が多いため，発症するリ
スクは他の職業と比較して高い可能性がある。ま
た来院する患者，特に入院患者は免疫力が低下し，
インフルエンザウイルス等の感染症に罹患しやす
い状態と言える。毎年多くの医療施設で，インフ
ルエンザウイルスの集団感染が発生し，これによ
る死亡症例が複数報道されている。病院は，免疫
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力が低下している患者に対して治療を提供し，患
者の健康を回復させることを目的とした医療施設
であり，病院職員から患者にインフルエンザウイ
ルスを感染させることは，避けなければならない。
以上の理由から，奥羽大学歯学部附属病院衛生委
員会では毎年，病院職員に対するインフルエンザ
ワクチン接種を推奨している。そこで，今回，当
病院職員のインフルエンザワクチン接種率に関す
る調査を行った。

対象と方法

　対象は平成26年度から28年度までの３年間の
奥羽大学歯学部附属病院のすべての病院職員であ
る。すべての病院職員を，総合歯科・インプラン
ト歯科医，口腔外科・歯科麻酔科歯科医，矯正・
小児歯科歯科医，放射線科歯科医，研修歯科医，
医師，看護師，歯科衛生士，医療職員（薬剤師・
臨床検査技師・診療放射線科技師・歯科技工士・
管理栄養士），事務職員に分類し，職種別に，自
施設でのインフルエンザワクチン接種率を検討し
た。また，当病院職員の自施設でのインフルエン
ザワクチン接種率の年次推移を検討した。なお，
個人が特定されないよう連結不可能匿名化を行っ
たデータを使用した。

結　　　果

　平成26年度から28年度までの３年間のインフ
ルエンザワクチン接種状況を表１に示す。平成
28年度においては，全病院職員のインフルエン
ザワクチン接種率は35％であった。職種別に検
討した結果は，医師が100％，看護師が69％，歯
科衛生士が56％，放射線科歯科医・医療職員・
事務職員が50％，矯正・小児歯科医が42％，口
腔外科・歯科麻酔歯科医が31％，研修歯科医が
28％，総合歯科・インプラント歯科医は７％で
あった。平成27年度においては，全病院職員の
インフルエンザワクチン接種率は30％であった。
職種別に検討した結果は，医師が100％，事務職
員が79％，看護師が65％，放射線歯科医が50％，
口腔外科・歯科麻酔歯科医が46％，矯正・小児
歯科医が44％，医療職員が43％，歯科衛生士が
25％，研修歯科医が6％，総合歯科・インプラン

ト歯科医は３％であった。平成26年度において
は，全病院職員のインフルエンザワクチン接種率
は45％であった。職種別に検討した結果は，看
護師が88％，歯科衛生士が68％，医師が67％，
事務職員が65％，口腔外科・歯科麻酔歯科医が
58％，医療職員が53％，放射線歯科医が50％，
矯正・小児歯科医が43％，総合歯科・インプラ
ント歯科医は27％，研修歯科医が3％であった。
　次に，全病院職員のインフルエンザワクチン接
種率の年次推移を図１に示す。平成26年度から
平成28年度までの，奥羽大学歯学部附属病院に
おける全病院職員のインフルエンザワクチン接種
率は30％～45％であった。

考　　　察

　１ ．すべての医療従事者に対してインフルエン
ザワクチン接種が必要である理由

　Polandらはすべての医療従事者に対してイン
フルエンザワクチン接種が必要である主な理由を
以下に述べている2）。
　①一般的に，風邪は様々なウイルスによって起
こるが，普通の風邪の多くは，咽喉頭痛，鼻汁，
くしゃみや咳等の症状が中心で，全身症状はあま
り見られず，また発熱もインフルエンザウイルス
感染症ほど高くなく，重症化することはあまりな
い。一方，インフルエンザウイルス感染症は，
38℃以上の発熱，頭痛，関節痛，筋肉痛，全身
倦怠感等の症状が比較的急速に現れるのが特徴で
あり，小児では稀に急性脳症を，高齢者や免疫力
の低下している患者では，肺炎を伴う等，重症化
することがあり，死亡の原因となることも稀では
ない。
　②インフルエンザウイルスに感染した医療従事
者は，インフルエンザウイルスを免疫低下患者に
感染させる可能性があり，医療従事者および医療
機関はインフルエンザウイルス等の感染性疾患か
ら，免疫力低下患者を守る倫理的義務がある。
　③医療従事者に対するインフルエンザワクチン
接種は，インフルエンザ流行期における病院のマ
ンパワーの確保，および病院の機能維持に有用で
ある。
　④米国疾病管理予防センター（Centers for 
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Disease Control and Prevention：CDC）は，医
療従事者には，B型肝炎ウイルス，麻疹ウイルス，
水痘ウイルス，風疹ウイルス，ムンプスウイルス
に対する予防接種に加えて，インフルエンザウイ
ルスに対するワクチン接種を推奨している。
　２ ．奥羽大学歯学部附属病院職員のインフルエ

ンザワクチン接種率について
　以上の理由により，医療従事者には，インフル
エンザワクチン接種が必要であるため，今回の研
究で，われわれは，奥羽大学歯学部附属病院の全
病院職員を対象とし，インフルエンザワクチン接
種率につき検討した。結果は，平成26年度から
平成28年度までの当病院のインフルエンザワク
チン接種率は30％～45％であり，平成20年度の，
145施設が参加した国立病院職員インフルエンザ
ウイルスワクチン接種率87.3％を下回った3）（図
１）。この事実より，病院衛生委員会は，当病院
職員に対して，より医療人としての自覚を促す事
が必要であると考えられた。また，職種によって，
インフルエンザワクチン接種率に，ばらつきが認
められた。特に，平成27年度および平成28年度
の職種別インフルエンザワクチン接種率を観てみ
ると，接種率が100％の職種から，わずか３％の

職種もあった。平成27年度が３％，平成28年度
が７％であった職種は，それぞれの年度の研修歯
科医のインフルエンザワクチン接種率（平成27
年度は６％，平成28年度は28％）を下回っていた。
この事実により，当病院におけるよりいっそうの
指導歯科医講習会の充実の必要性が示唆された。
　３．改善策について
　平成20年度の国立病院職員インフルエンザウ
イルスワクチン接種率が87.3％を示しているよう
に，現在，日本の多くの施設ではごく当たり前の
ようにインフルエンザワクチンに関して90％を
超える接種率が達成できていると予想される4）。
一方，米国の医療従事者におけるインフルエンザ
ワクチン接種への嫌悪感は日本では想像できない
ほど強く，インフルエンザワクチン接種率は，日
本と比較して大幅に下回っていた5,6）。しかしなが
ら，米国のシアトルに在る Virginia Mason 
Medical Centerにおいては，どうしても医学的
あるいは宗教的な理由でインフルエンザワクチン
接種を受けなかった医療従事者以外のすべての病
院職員にインフルエンザワクチン接種を受けるこ
とを必須とすることにより，2004年度のインフ
ルエンザワクチン接種率がわずか29.5％であった

表１　インフルエンザ HA ワクチン接種状況（H26年度～ H28年度）

Ｈ26年度 Ｈ27年度 Ｈ28年度

人数 接種者 接種率 人数 接種者 接種率 人数 接種者 接種率

総合歯科・インプラント科 51 14 27% 61 2 3% 59 4 7%

口腔外科・歯科麻酔科 24 14 58% 24 11 46% 26 8 31%

矯正・小児歯科 21 9 43% 18 8 44% 19 8 42%

放射線科 2 1 50% 2 1 50% 2 1 50%

研修歯科医 30 1 3% 32 2 6% 29 8 28%

医師 3 2 67% 3 3 100% 3 3 100%

看護師 17 15 88% 17 11 65% 16 11 69%

歯科衛生士 22 15 68% 24 6 25% 25 14 56%

医療職員※１ 15 8 53% 14 6 43% 14 7 50%

事務職員 20 13 65% 19 15 79% 20 10 50%

合　計 205 92 45% 214 65 30% 213 74 35%

※１　医療職員：薬剤師・臨床検査技師・診療放射線技師・歯科技工士・管理栄養士
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のにもかかわらず，2005年度から2009年度にか
けては，インフルエンザワクチン接種率は，
97.6％，98.5％，98.7％，98.9％，98.9％と90％
台後半を維持している6）。奥羽大学歯学部附属病
院においても，このような制度を導入するか否か
の検討をする必要があることが示唆された。
　注意事項としては，今回の当病院職員に対する
インフルエンザワクチン接種率は当院医科外来で
接種した病院職員のみを含めており，他病院でイ
ンフルエンザワクチンを接種した病院職員は含ま
れていないということである。この反省点を含め
て，平成29年度からは，他病院でインフルエン
ザワクチン接種を受けた病院職員は，病院衛生委
員会あるいは病院感染予防対策委員会にインフル
エンザワクチン接種証明証を提出させ，より正確
な，病院職員のインフルエンザワクチン接種率を
把握していく所存である。
　また，職種によって，インフルエンザワクチン
接種率において，ばらつきが認められた。現在，
当病院では全病院職員を対象とした院内感染対策
に関する研修会を毎年施行しており，その研修会
において医療従事者のインフルエンザワクチン接
種の必要性に対する啓発活動を行っているが，こ

の事実は，全病院職員を対象とした院内研修会に
加えて，それぞれの職種の診療科長からの直接的
な啓発活動も必要であることを示唆している。

結　　　論

　奥羽大学歯学部附属病院の病院職員のインフル
エンザワクチン接種率を調査した結果，
　⑴ 平成26年度から平成28年度までの３年間の
インフルエンザワクチン接種率は，それぞれ
45％，30％，35％であり，他病院と比較して低
値であった。
　⑵ インフルエンザワクチン接種率は，職種に
よってばらつきが認められた。
　以上より，奥羽大学歯学部附属病院において医
学的あるいは宗教的な理由でインフルエンザワク
チン接種を拒否する医療従事者以外のすべての病
院職員にインフルエンザワクチン接種を受けるこ
とを必須とするか否かの検討が必要であることが
示唆された。また，医療従事者にインフルエンザ
ワクチン接種が必要であることを，全病院職員を
対象とした院内研修会において告知することに加
えて，それぞれの職種の診療科長からの直接的な
啓発活動も必要であることが示唆された。
　本論文に関して開示すべき利益相反はない。
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